
まちの拠点検討の参考となる他地域施設の視察

－ 実 施 報 告 －

令和６年１月１２日



発 着 所用時間 距離 内容 備考

8:15 集合/幌延町役場
幌延町役
場

8:30 9:10 40分 40km 移動

9:10 9:55 45分
【遠別町】アクティブシニ
ア多世代拠点交流セン
ター「なごーみ」 視察

入浴施設

9:55 11:00 1時間5分 68km 移動

11:00 11:45 45分
【小平町】多目的防災交
流施設「群来る（くき
る）」 視察

防災・交
流施設

11:45 12:15 30分 26km 移動

12:15 13:00 45分 【留萌市】昼食

13:10 13:55 45分
【留萌市】屋内交流・遊
戯施設「ちゃいるも」

子供の遊
び場

13:55 14:40 45分 42km

14:40 15:25 45分
【苫前町】苫前地区コ
ミュニティセンター

地域拠点

15:25 17:00 1時間30分 89km 移動

17:00 解散/幌延町役場

１．実施概要

分類 役職 氏名

1

幌延町まち・
ひと・しごと
創生会議

委員長 横尾 明

2 委員 多田 るみ

3 委員 澤谷 敦美

4 委員 長山 拓矢

5 オブザー
バー

幌延町議会・天塩ハ
イヤー

西澤 裕之

6 幌延町商工会 松永 継男

7
幌延町総務
企画課

課 長 早坂 敦

8 参 事 山本 基継

9 課長補佐 梶 淳

10 受託事業者
北海道開発技術セン
ター調査研究部

芝崎 拓

幌延町では平成28年度に「幌延町地域振興（観光）計画」、平成29年度に「幌延町地域振興（観光）計画アクションプラン」を策定し、まちの拠点
に関する検討や調査、また幌延町の観光振興や食のブランド化に向けた取り組みを行っている。

令和5年11月27日（月）に開催された「令和５年度 第１回 幌延町まち・ひと・しごと創生会議」において、まちの拠点に関する構想のたたき台が
示され、今後、継続的に協議を進めることとなた。そこでまちの拠点検討の参考とするために、他地域の取組み事例についての駅の視察を行い
ました。

●日時
令和5年12月22日（金） ８：１５集合 １７：４０解散

●視察先
遠別町／アクティブシニア多世代拠点交流センター「なごーみ」

小平町／多目的防災交流施設「群来る（くきる）」 視察
留萌市／屋内交流・遊戯施設「ちゃいるも」
苫前町／苫前地区コミュニティセンター
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会議室にて説明を受けた。 会議室横の調理室。
基本的な機能が揃っている。

入口付近のフリースペース。
奥には子供の遊び場。

風除室の横にある24時間利用できるトイレ。 子供の遊び場。 浴室（男性） 洗い場は3つ設置。

２．視察の様子

【遠別町】アクティブシニア多世代拠点交流センター「なごーみ」
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２．視察の様子

 違う場所に公衆浴場があり、その老朽化に伴い、老人福祉センターの機能を併せ持つ、新しい施設として建設。国からの補
助金「地方創成拠点整備交付金」と町の財源で、平成30年に完成した。

 施設管理は遠別町社会福祉協議会が指定管理。
 利用者については、コロナ禍で大幅に減少し、最近になり少しずつ回復傾向。公衆浴場の利用者数については、一般利用者

に比べると、それほど増減がないため一定のニーズがあった。道が入浴料の条例を改正するため、来年の4月に10円程度値
上げを予定。

 会議室は仕切りで囲うことで、2つに分け使用できる。音響設備等の他、すぐ横に調理スペースがある。
 調理スペースにはシンクや冷蔵庫、食器関係など基本的な機能が備わっており、簡単な料理関係が作れる。社会福祉協議

会が週に1回、主に高齢者の方向けに「ふれあいサロン」を開催しており、食事の提供も行っている。
 調理室については、もう少し大きくても良かったとの声がある。
 使用料は無料となっている。オープンスペースは基本的にどなたでも自由に利用できる。
 災害時の非常用設備は無い。
 トイレは2か所あり、風除室側に24時間利用できる多目的トイレあり。24時間のトイレには防犯カメラは設置していない。防犯

上、設置した方が良いとの話は議会で出ている。風除室はバスの待合で利用する方もいる。町のデマンドバスのバス停があ
る。

 子供が遊ぶ場所には、当初おもちゃや図書を置いていたが、コロナ禍により撤去した。現在は、特別なイベントがない限り、
おもちゃや図書は出していない。

 子供の利用について、未就学児は来るが、就学児は少数。学童保育に行く子供が多いと思う。
 熱源は灯油。エアコンは設置されていない。
 入浴施設は毎日14：30から営業開始。町民の他に、道の駅で休憩する長距離トラックのドライバーが利用される。あまり大き

い湯舟ではない。温泉でもない。今のところ不満の声はない。
 指定管理は遠別町社会福祉協議会となっており、社協の事務所も有している。
 Wi-Fiは付いていないが、設置要望がある。

【遠別町】アクティブシニア多世代拠点交流センター「なごーみ」
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２．視察の様子
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２．視察の様子
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２．視察の様子

多目的ホール・床暖房となっている 多目的ホール横のフリースペース・災害時など
移動できる調理台がある

階段下の子供の遊び場

多目的ホール横の調理室。
調理に必要な基本的な設備が整っている

１階の診療所 １階の歯科診療所

【小平町】多目的防災交流施設「群来る（くきる）」
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２．視察の様子

診療所前のフリースペース。
勉強等に使いやすい机も設置されている。

階段踊り場にあるライブラリー。
図書を設置（貸出はしていない）

２階のホール。

２階ホール横の和室。 災害時の備品を備蓄している備蓄庫。
1階の入口横には、信金ATMが設置されている。

【小平町】多目的防災交流施設「群来る（くきる）」
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２．視察の様子

 多目的ホールは60人程度収容できる。普段の使い方は町内会会議や役場の会議、地域包括の健康教室、町の総合健診、
インフルエンザ予防接種、乳幼児健診などでも利用している。床暖房となっている。

 全館Wi-Fiがつながるため、パソコンを持参し勉強している学生等がいる。
 調理室はここ数年はコロナ禍であまり使用されていない。個室になるため、介護の個別の相談や住民の込み入った相談など、

個別相談室としても使用している。
 調理室以外にも、フリースペースに災害時に使用できる移動できる調理台がある。
 津波の想定高さが5.2ｍ。1Fの床が3.6ｍ。2Fの床までで7.1ｍある。基本的には屋上に避難するように誘導する。屋上までは
11.2ｍある。

 エアコンは、事務室と診療所と歯科診療所のみ設置。
 天窓が付いており、風通しは良い。夜の間、網戸して開けておけば、朝になったら結構冷たい空気が充満している。
 ジムのような健康増進スペースも無料開放されている。１日４人弱くらいの同じ人が利用している。利用は中学生以上。
 小さいが授乳室も用意している。
 施設は7:00～21:00となっているが、バスの待合（高速バス・ローカル路線）で利用する方もいるため、6:00過ぎには開館してい

る。管理は地元の業者さんに依頼しており、施設の開閉とちょっとした除雪、屋上の掲揚旗をやってもらっている。
 施設の中からも外からも屋上にアクセスできる。屋上には太陽光パネルも設置してあり、電力を供給している。
 基本的な暖房は灯油となっている。
 踊り場のライブラリーで勉強している方もいる。本の貸出はしていないが、旧公民館が所有していた図書を入れ替えている。
 診療所は町立で経営を委託。基本的な備品は町の方が用意。受付も含めた人件費は委託先の方に任せている。
 エレベーターは無いため、足の悪い人の避難にはサポートが必要となる。
 鬼鹿地区の人口は令和5年11月末の時点で800人弱。世帯で511世帯となっている。
 2階ホールから屋上への出入り口は、普段は立ち入り禁止。災害時に使用できるように除雪はしている。屋上には約100人程

が避難できるようなっている。
 備蓄庫には災害時の段ボールベッドや屋上に張れる大きなエアーテント2棟がある。その他、非常食が500食、毛布等は80枚

程度ある。防災会議時には、賞味期限の近い非常食は、持って帰っていただくようにしている。避難所の使用実績はまだない。
 ２階の和室での飲食は可能。
 令和5年1月に鬼鹿地域から留萌信金が撤退したため、ＡＴＭを設置している。
 非常用の発電機もあるが、まだ一度も稼働していない。

【小平町】多目的防災交流施設「群来る（くきる）」
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２．視察の様子
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２．視察の様子
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２．視察の様子

遊戯ひろば入口にあたる交流・休憩スペース。
テーブルや椅子が置かれている。

子供達に人気の木製バンク。 遊戯ひろばには、複合遊具やトランポリン、クラ
イミングウォールなどがある。

木製バンク下の図書コーナー。 クリエイティブゾーンは大型ブロックや木製キッ
チンが置かれている。

インターネット上で事前に利用予約できるように
なっており、混在状況もわかる。

【留萌市】屋内交流・遊戯施設「ちゃいるも」
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２．視察の様子

 ちゃいるも及び隣の管理棟・道の駅は留萌観光協会に指定管理している。
 7.2haの船場公園の管理棟と道の駅るもいを令和2年7月にオープン。成長する道の駅という市長の意向もあり、次のステップ

として遊戯施設の『ちゃいるも』を令和4年4月29日オープンした。
 ネーミングは市内外に公募し、市内の中学生の応募から「チャイルド」と「居る」と「るもい」を掛け合わせた『ちゃいるも』とした。
 「バランス感覚を育む」「体力を育む」「想像力を育む」「安全・安心に遊ぶ」という４つの視点をベースに、体を動かせる「アク

ティブゾーン」と、積み木等がある「クリエイティブゾーン」の２か所にゾーン分けしている。
 12月31日～1月5日の年末年始を除き開館。条例上9:00～17:00が開館時間だが、指定管理者の努力で夏場の間は18:00まで

営業している。
 総床面積は784㎡で、総工事費は514,327,000円。
 施設の機能は「遊戯ひろば」の他、「交流・休憩スペース」「アンテナショップ」、「カフェ」、あとは「事務室」。ほかに、デジタルサ

イネージによる「情報コーナー」がある。トイレも、子供の施設のため子供用トイレの配置、施設の中には「授乳室」もある。
 エアコンも設置されており、冬場は床暖房となっている。無料Wi-fiやUSBポートも設置されている。
 アンテナショップが約111㎡。観光協会が運営する駅前の「お勝手屋 萌」の2号店となっている。カフェスペースは公募した結

果、市内のお菓子屋「ルモンド」がカフェを出店。「ルモカフェ」という名前で営業している。トイレ、事務所等々、事務的なス
ペースが172㎡で合計784㎡。

 コロナ禍のため利用時間を3クールに分け、90分交代制で運用している。1クールの上限は、大人と子供合わせて60名。
 料金は子ども1人100円で、付き添いが必須。第2子や0歳で抱っこ紐等で、遊べない子どもについては100円の対象外。
 ウェブで利用予約するシステムを導入。上限の60名から予約が入ると、利用できる人数が減っていくように、見える化してい

る。事前に混在状況がわかる利点があり、利用者からは好評。ウェブ以外でも、窓口に直接来て、入館することもできる。
 令和４年度の利用状況は4月29日に開館し、1年間の入込数は、大人が11,881人、子供が12,443人。合計24,324人となった。

利用者の居住地は、市内3対市外7ほどで、市外の方が多い。利用者の年齢は1歳から小学校入学前の未就学児がメイン。
幌延町からも40名程の利用があった。令和5年度も、1年間を通し、道の駅の入込数含め、右肩上がりで、順調に増加してい
る。前年度比10～20％くらい増加している。

【留萌市】屋内交流・遊戯施設「ちゃいるも」
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２．視察の様子
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２．視察の様子
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２．視察の様子

15



２．視察の様子

苫前町 福士町長から歓迎のご挨拶を頂いた。 会議室は、大会議室・多目的会議室・
小会議室×2、計4つの会議室がある。

役場とコミュニティセンターを繋ぐ渡り廊下。
各階でつながっている。

3階の議場。
災害時も使えるよう、机・テーブルは取外し可能。

1階の研修室（調理実習）。
基本的な設備が整っている。

屋外の防災用の備蓄庫。
このほか、町内の小学校にも備蓄している。

【苫前町】苫前地区コミュニティセンター
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２．視察の様子

 苫前地区の公民館として、昭和45年に建築された福祉センターという名称でここから50m程の市街地に近い場所にあった。
苫前地区の住民の集まりで利用できる施設だったが、建築から50年以上し、老朽化したこともあり、本施設の建設に至った。

 福祉センターでは各種行事や駐車場を使った行事も行われていたため、福祉センターがあった場所への建て替え要望もあっ
た。福祉センターにあった大ホールも求められた。また、卓球やゲートボールなどの、スポーツの要望もあったが、スポーツに
ついては、小中学校の体育館を、夜間に開放しており、そこを利用いただくことで整理・理解いただいている。

 役場に隣接した経緯として、役場庁舎の耐震性問題があった。耐震補強として、外壁をRCで固め耐震性だけを保つ耐震工
事を行った。この耐震工事と、コミュニティセンターの建設を一括発注することで、コストを抑えられる。また、コミュニティセン
ターにエレベーターを設置し、渡り廊下で全ての階とつなぐことで、バリアフリー化を図れるようにした。

 防災施設の拠点。苫前地区は海岸に面しているが、役場施設やコミュニティセンターが建ってる場所は、海岸から非常に高さ
がある。防災、災害時には役場庁舎に加えて、このコミュニティセンターを防災拠点として使用する。

 コミュニティセンターの建築と役場庁舎の耐震工事を一体的に発注し、総額12億となった。令和3年4月1日から供用を開始。
 公民館的な施設であるコミュニティセンターは、過疎債を使用した。
 1～２階をコミュニティセンターとし、３階には議会を行う議場を設置。役場耐震性として、3階に大きな空間があると耐震構造

上、数値が出ないため役場庁舎にあった3階議場を撤去した。
 1階、2階は地域集会施設として過疎債の対象となっている。
 議場は、災害時にテーブル・椅子が取り外すことで、広いスペースにできる。3階部は緊急防災減災事業債を使っている。
 1階には大会議室の他に、台所、調理等ができる調理実習室がある。社会福祉協議会が玄関すぐに事務室を構え、本来業

務の他、コミュニティセンターの委託として管理業務を行っている。またロビーでは図書館の方から定期的に本の一部を置き、
貸出業務も社協で行っている。全館エアコンが入っている。

 2階は30人規模の多目的会議室の他、2つの小さな会議室がある。小さな会議室2つあるが、小さな会議室は間仕切りで区
切ってあり、仕切りを外すことで、大きな広い会議室としても利用できる。小さな会議室が2つあるが、小さな会議室は間仕切
りで区切ってあり、仕切りを外すことで、一つの大きな会議室としても利用できる。

 留萌中部森林組合及び訪問看護ステーションの2つの団体が事務所として利用している。3階はすべて議場となっている。事
務所として家賃を徴収している団体は無い。

 駐車場のスペースは確保しているが、冬は除雪の関係で駐車スペースも少なくなり、車を停める場所がないとの苦情もある。
 屋外に防災コンテナを設置し、備蓄している。町内の学校にも専用の防災倉庫を設置しており、コミュニティセンターの備蓄は

それほど多くない。
 予備電源として大型の発電機を役場の外に設置し、直接電気を切り替えることができる。調理室では炊き出しもできる。

【苫前町】苫前地区コミュニティセンター
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２．視察の様子
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２．視察の様子
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３．視察した施設のまとめ

20

人件費 光熱水費 保守その他 計

敷地：1,619.79㎡

建物：799.38㎡

建物：545.14㎡

延床：1399.28㎡

小平町・留萌市のデータは未精査のため掲載していません。

※1　管理・清掃員（昼間・夜間・休日）、除雪賃金

※2　燃料費（浴場・暖房用）2,855千円、ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ36千円、上下水道料740千円、電気料1,056千円、

※3　消耗品（施設、浴場、事務費）400千円、入浴券印刷35千円、修繕費270千円、電話料30千円、ﾜｯｸｽ・ｶｰﾍﾟｯﾄ清掃400千円、その他77千円

※4　窓口業務に係る委託料。

※5　燃料費（暖房用灯油代）のみ。電気料は役場庁舎と一括請求のため不明。

※6　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続156千円、設備保守2,786千円（自動ドア75千円、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ687千円、ｴｱｺﾝ1,263千円、ﾎﾞｲﾗｰ388千円、その他設備373千円）、防犯ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ利用料88千円

6,348千円
※1

延床：1,385.27㎡ 627,737千円

遠別町

アクティブシニア多
世代拠点交流セン
ター「なごーみ」

平成30年7月
事務室、相談室、会議室、調理スペース、
乳幼児・乳児ひろば（授乳室）、浴室（男・
女）、オープンスペース、多目的トイレ

指定管理：

社会福祉協議会
263,736千円

建設費

苫前町

苫前地区コミュニ
ティセンター

令和3年4月

大会議室、研修室（調理実習）、事務室、
多目的会議室、小会議室（2部屋）、図書
コーナー、森林組合、訪問介護ステーショ
ン、議会議場、多目的トイレ、役場渡り廊
下

管理委託：

社会福祉協議会
505,823千円

留萌市

屋内交流・遊戯施
設「ちゃいるも」

令和4年4月

遊戯広場、交流休憩スペース、アンテナ
ショップ、カフェスペース、事務室、情報
コーナー、授乳室（2部屋）、トイレ、手洗
い、水飲み場

指定管理：

観光協会
延床：784㎡ 514,327千円

小平町

多目的防災交流施
設「群来る（くきる）」

令和3年11月

役場支所、診療所、歯科診療所、多目的
ホール、調理室、健康促進スペース（運動
器具）、キッズスペース、授乳室、図書
コーナー、ホール、和室、避難所（屋上避
難、簡易発電、防災資材の備蓄）

直営：

役場支所

視察名 完成 機能 管理 面積

1,518千円
※2

3,030千円
※3

維持管理費

12,247千円

-

-

7,054千円

4,687千円
※2

1,212千円
※3

- -

- -

2,506千円
※1

-

-



４．アンケート調査結果
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視察にご参加頂いた方にアンケートを行った。

男性

67%

女性

33%

n=6n=6n=6n=6

40歳代

17%

50歳代

17%

60歳代

33%

70歳代

33%

n=6n=6n=6n=6

とても参

考に

なった

33%
参考に

なった

67%

n=6n=6n=6n=6

とても参

考に

なった

33%
参考に

なった

67%

n=6n=6n=6n=6

とても参

考に

なった

33%

参考に

なった

50%

回答

なし

17%

n=6n=6n=6n=6

①性別 ②年齢 ③「アクティブシニア多世代拠点交
流センター『なごーみ』」について

④「多目的防災交流施設『群来る（く
きる）』」について

⑤「屋内交流・遊戯施設『ちゃいる
も』」について

【参考になると思ったこと】
• 施設建設の経緯
• 社協があること。役場と消
防の間に立地していること

• お風呂からあがった休憩所
の場所が半分畳があれば
いいなあ～と

• お風呂（小さ目でしたが）、
バス乗り場

【参考になると思ったこと】
• 鬼鹿と言う地域性に対応し
ている点

• 防災関係
• 上部の窓をあけて暑さを逃
がす。図書が置いてある。

• 和室があるのが良かった
• 二階の広いホール（災害時
に役に立つ）和室があるの
が良い

【参考になると思ったこと】
• 幼児が裸足で走り廻ってい
る遊戯室など

• 子供用のトイレを初めて見
れた点

• アクティブゾーンとクリエイ
ティブゾーンを区分している
ところが良い

• 幼児から小学生まで幅広い
年齢まで気配りしてるのが
良いですね

• 遊戯施設、子供達が楽しめ
る場



とても参

考に

なった

33%

参考に

なった

33%

参考に

ならな

かった

17%

回答

なし

17%

n=6n=6n=6n=6

４．アンケート調査結果
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視察にご参加頂いた方にアンケートを行った。

⑥「苫前地区コミュニティセンター」に
ついて

【参考になると思ったこと】
• 議場を災害時は利用する
考えは良い

• 役場と隣接してるのがいい
• 役場に隣接している、女の
人の意見を取り入れた調理
室

• 管理維持経費、概ね、年間、人件費含めいかほどか。
次回会議までに聞き取っておいてほしい。

• どの施設も新しくきれいで、その街での工夫が違ってい
て勉強？になりました。幌延でこの先建設するにあたっ
て何を重点にするか１つ１つ考える事が大事かと。あま
りあれもこれもになると大変かも･･･

• どこも新しくきれいで素晴らしかったです。補助金を使っ
たり工夫して建設しているのだなと思いました。今の時
代フリーwifiは必要ですね。幌延も必要なものをコンパ
クトに入った建物にしたいですね。

⑦自由意見


